
（ ）【内閣府政策統括官 共生社会政策担当
】子どもの貧困対策担当関係





１．子供の貧困対策について

子供の貧困対策については、平成26年１月に「子どもの貧困対策の推進

に関する法律」が施行され、平成26年８月に「子供の貧困対策に関する大

綱」を策定した。各都道府県においては、同大綱を勘案して、子供の貧困

対策に関する計画を定めるよう努めることが同法に規定されているが、既

に全ての都道府県において計画策定がなされている状況である。

今後は「地域子供の未来応援交付金」の活用等を通じ、支援を必要とす

る方に確実に必要な支援が届くよう、地域の実態把握とともに、関係機関

等が連携した総合的な支援体制の確立に向けた取組を進めていただきた

い。

（１）地域子供の未来応援交付金について

地方自治体が地域の実情に応じて子供の貧困対策を進めていくため、内

閣府では、平成31年度予算において初めて当初予算化した「地域子供の未

来応援交付金」について、平成30年度第２次補正予算に約2.5億円、平成3

1年度当初予算案に約1.5億円を盛り込み、引き続き、教育、福祉などの関

係行政機関、企業、ＮＰＯなどからなる地域ネットワーク形成のための地

方自治体の取組を継続的に支援することとしている。

同交付金をより効果的に活用していただけるよう、

①同交付金を柔軟に活用できるようにするための交付要件の見直し

②複数年度にわたる長期的な取組を行おうとしている地方自治体の支援

などを行うこととしており、そのほか、

①先行自治体の事例を取りまとめ、周知

②知町村担当者に交付金の概要や先進事例を理解してもらうための職員

の派遣

も行っており、積極的に同交付金を活用されたい。

（２）子供の未来応援国民運動について

子供の貧困対策が国を挙げて推進されるよう、国、地方公共団体、民間

の企業・団体等による連携・協働プロジェクトとして「子供の未来応援国

民運動」を展開している。

国民の力を結集した国民運動の発展のためには、地域における官公民の

連携が欠かせないため、支援を必要とする方や支援者に対して

基金」をはじめとする国民運動の①民間資金からなる「子供の未来応援

意義を周知すること
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支援情②支援情報ポータルサイトを通じて、各地方公共団体が実施する

報を提供すること

③地域において子供たちを支援するＮＰＯ等とその活動を支援しようと

見える関係を築くための交流の機会を設けることする企業等が顔の

（内閣府では、今年度は東京、盛岡、周南(実施予定)、名古屋(実施

予定)の４ヵ所で実施）

に取り組むこととしており、いずれの事業においても引き続き密な連携を

お願いしたい。
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［関連資料：内閣府政策統括官（共生社会
政策担当）子どもの貧困対策］
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育
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給
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拡
充

な
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6
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ニ
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ポ
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援

・
生
活
の
支
援
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＜
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＞
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と
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と
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地
域
に
お
け
る
子
供
の
貧
困
を
と
り
ま
く
課
題

支
援
を
行
う
に
し
て
も
、
実
態
が
分
か
ら
な
い
と

ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い

こ
の
街
に
は
貧
困
の
状
況
に
あ
る
子
供
は

ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
？

ど
う
い
う
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
か
？

生
活
が
苦
し
く
て
も
ど
こ
に
相
談
に
行
け
ば
い
い
の
？

近
く
で
こ
ど
も
食
堂
や
学
習
支
援
は
や
っ
て
い
る
の
？

子
供
の
貧
困
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
け
ど
、

自
分
に
も
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

4
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○
子
供
た
ち
と
「支
援
」を
結
び
つ
け

る
事
業
・
連
携
体
制
の
整
備

（
補
助
率
：
１
／
２

補
助
基
準
額
：
最
高
１
，
５
０
０
万
※
１
）

・
子
供
た
ち
と
「
支
援
」
を
結
び
つ
け
る
事

業
の
立
ち
上
げ
実
施
を
す
る
過
程
を

通
じ
て
、
関
係
機
関
等
に
よ
る
連
携

を
深
化
し
、
地
域
に
お
け
る
総
合
的
な

取
組
体
制
を
確
立

（
事
業
例
）

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
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ア
ウ
ト
リ
ー
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支
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等
）

・
学
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支
援
等
の
居
場
所
づ
く
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ポ
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業

※
１
都
道
府
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全
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圏
で
事
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実
施
す
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合

地
域
子
供
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未
来
応
援
交
付
金
の
概
要

（
平
成
３
１
年
度
予
算
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案
）
1
.5
億
円
、
平
成
３
０
年
度
補
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予
算
2
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億
円
）

○
実
態
調
査
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資
源
量
の
把
握

（
補
助
率
：
１
／
２

補
助
基
準
額
：
３
０
０
万
円
）

・
貧
困
の
状
況
に
あ
る
子
供
等
の
実

態
把
握
と
支
援
ニ
ー
ズ
の
調
査

・
支
援
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
地
域

に
お
い
て
現
存
す
る
資
源
量
及
び

今
後
必
要
と
な
る
資
源
量
の
把
握

○
支
援
体
制
の
整
備
計
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策
定

（
補
助
率
：
１
／
２

補
助
基
準
額
：
３
０
０
万
円
）

※
上
記
２
事
業
を
別
々
に
実
施
す
る
際
で

も
補
助
基
準
額
は
、
合
計
で
３
０
０
万
円
ま

で
と
す
る
。

各
地
域
に
お
い
て
必
要
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
事
業
と
一
体
的
に
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
連
携
体
制
を
深
化
さ
せ
、
地
域
に
お
け
る
他
の
貧
困
対
策
事
業
へ
の
波
及
（
実
効
性
の
向
上
）
を
推
進

地
方
公
共
団
体

内
閣
府

多
様
か
つ
複
合
的
な
困
難
を
抱
え
る
子
供
た
ち
に
対
し
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
適
切
に
行
う
た
め
、
子
供
た
ち
と
「支
援
」を
実

際
に
結
び
つ
け
る
事
業
を
実
施
す
る
過
程
を
通
じ
て
、
関
係
機
関
等
に
よ
る
連
携
を
深
化
し
、
地
域
に
お
け
る
総
合
的
な
支
援
体

制
を
確
立
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域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
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る
地
方
公
共
団
体
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組
の
立
ち
上
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期
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す
る
。 ○
地
域
ネ
ッ
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ワ
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ク
形
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研
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事
業
（
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率
：
１
／
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補
助
基
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額
：
最
高
３
０
０
万
円
）

・
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
子
供
の
貧

困
対
策
担
当
行
政
機
関
、
子
供
の
貧

困
対
策
に
関
す
る
支
援
活
動
従
事
者

等
に
対
す
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

の
た
め
の
研
修
の
実
施

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
事
業
等
の

担
い
手
の
育
成

・
行
政
機
関
職

員
の
貧
困
対
策

の
理
解
促
進

・
子
供
た
ち
と
「
支

援
」
を
結
び
つ
け

る
事
業
の
必
要

性
、
有
効
性
な
ど

を
把
握
す
る
観
点

か
ら
行
う
。
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こ
れ
ま
で
の
交
付
金
活
用
自
治
体
（
平
成
３
０
年
１
０
月
１
９
日
現
在
） 交

付
金
活
用
市
区
町
村
数

交
付
金
活
用
都
道
府
県

2

1
4

2
1

1

1
1
2

2

2

4
札
幌
市
、
旭
川
市
、
弟
子
屈
町
、
函
館
市
、
江
別
市
、
北
広
島
市
、
石
狩
市
、

泊
村
、
上
富
良
野
町
、
中
富
良
野
町
、
占
冠
村
、
和
寒
町
、
剣
淵
町
、
広
尾
町
、

幕
別
町
、
清
里
町
、
小
樽
市
、
江
差
町
、
下
川
町
、
遠
軽
町
、
洞
爺
湖
町
、
弘
前
市
、

お
い
ら
せ
町
、
盛
岡
市
、
宮
古
市
、
一
関
市
、
陸
前
高
田
市
、
紫
波
町
、
北
上
市
、

金
ケ
崎
町
、
柴
田
町
、
利
府
町
、
大
河
原
市
、
松
島
町
、
白
石
市
、
美
里
町
、
石
巻
市
、

多
賀
城
市
、
秋
田
市
、
男
鹿
市
、
鹿
角
市
、
由
利
本
荘
市
、
横
手
市
、
潟
上
市
、

三
種
町
、
大
館
市
、
湯
沢
市
、
大
仙
市
、
小
坂
町
、
能
代
市
、
五
城
目
町
、
羽
後
町
、

福
島
市
、
矢
吹
町
、
伊
達
市
、
行
方
市
、
宇
都
宮
市
、
小
山
市
、
さ
い
た
ま
市
、

富
士
見
市
、
小
川
町
、
草
加
市
、
ふ
じ
み
野
市
、
坂
戸
市
、
吉
川
市
、
川
越
市
、

秩
父
市
、
久
喜
市
、
川
口
市
、
戸
田
市
、
入
間
市
、
上
里
町
、
朝
霞
市
、
蓮
田
市
、

千
葉
市
、
柏
市
、
い
す
み
市
、
習
志
野
市
、
松
戸
市
、
白
井
市
、
船
橋
市
、
足
立
区
、

北
区
、
町
田
市
、
日
野
市
、
板
橋
区
、
墨
田
区
、
八
王
子
市
、
豊
島
区
、
世
田
谷
区
、

武
蔵
野
市
、
府
中
市
、
狛
江
市
、
三
鷹
市
、
清
瀬
市
、
武
蔵
村
山
市
、
中
央
区
、

横
浜
市
、
川
崎
市
、
相
模
原
市
、
鎌
倉
市
、
横
須
賀
市
、
秦
野
市
、
藤
沢
市
、
新
潟
市
、

長
岡
市
、
湯
沢
町
、
高
岡
市
、
黒
部
市
、
砺
波
市
、
南
砺
市
、
小
矢
部
市
、
射
水
市
、

魚
津
市
、
氷
見
市
、
能
美
市
、
金
沢
市
、
小
松
市
、
越
前
市
、
中
央
市
、
身
延
町
、

多
治
見
市
、
瑞
浪
市
、
土
岐
市
、
本
巣
市
、
八
百
津
町
、
瑞
穂
市
、
岐
阜
市
、
高
山
市
、

関
市
、
美
濃
加
茂
市
、
各
務
原
市
、
山
県
市
、
大
野
町
、
御
嵩
町
、
浜
松
市
、
静
岡
市
、

掛
川
市
、
沼
津
市
、
島
田
市
、
磐
田
市
、
三
島
市
、
富
士
市
、
名
古
屋
市
、
新
城
市
、

豊
橋
市
、
豊
川
市
、
小
牧
市
、
瀬
戸
市
、
豊
明
市
、
み
よ
し
市
、
名
張
市
、
鳥
羽
市
、

亀
山
市
、
彦
根
市
、
大
津
市
、
湖
南
市
、
京
都
市
、
南
丹
市
、
大
阪
市
、
堺
市
、

寝
屋
川
市
、
能
勢
町
、
枚
方
市
、
箕
面
市
、
八
尾
市
、
東
大
阪
市
、
茨
木
市
、
豊
中
市
、

西
宮
市
、
宝
塚
市
、
尼
崎
市
、
加
古
川
市
、
川
西
市
、
三
田
市
、
加
東
市
、
姫
路
市
、

奈
良
市
、
平
群
町
、
王
寺
町
、
橋
本
市
、
和
歌
山
市
、
鳥
取
市
、
美
郷
町
、
美
咲
町
、

鏡
野
町
、
広
島
市
、
尾
道
市
、
呉
市
、
福
山
市
、
府
中
市
、
庄
原
市
、

安
芸
高
田
市
、
府
中
町
、
三
原
市
、
宇
部
市
、
周
南
市
、
下
関
市
、
防
府
市
、

鳴
門
市
、
藍
住
町
、
宇
多
津
町
、
三
豊
市
、
高
松
市
、
善
通
寺
市
、
福
岡
市
、

北
九
州
市
、
う
き
は
市
、
八
女
市
、
宗
像
市
、
久
留
米
市
、
田
川
市
、
み
や
ま
市
、

古
賀
市
、
武
雄
市
、
嬉
野
市
、
佐
賀
市
、
玄
海
町
、
基
山
町
、
み
や
き
町
、

白
石
町
、
唐
津
市
、
有
田
町
、
大
村
市
、
熊
本
市
、
大
分
市
、
宇
佐
市
、
日
南
市
、

日
向
市
、
え
び
の
市
、
高
鍋
町
、
都
城
市
、
串
間
市
、
宮
崎
市
、
延
岡
市
、
小
林
市
、

西
都
市
、
高
千
穂
町
、
三
股
町
、
鹿
児
島
市
、
豊
見
城
市
、
今
帰
仁
村
、
宜
野
湾
市
、

久
米
島
町

○
市
区
町
村
：
２
４
４
（
う
ち
、
政
令
指
定
都
市
１
７
）

○
都
道
府
県
：
２
９

北
海
道
、
青
森
県
、
岩
手
県
、
山
形
県
、
福
島
県
、

茨
城
県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
、
新
潟
県
、
山
梨
県
、

長
野
県
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
、
滋
賀
県
、
京
都
府
、

大
阪
府
、
兵
庫
県
、
和
歌
山
県
、
岡
山
県
、
広
島
県
、

山
口
県
、
徳
島
県
、
香
川
県
、
高
知
県
、
長
崎
県
、

熊
本
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
、
沖
縄
県

2

2
1

1
2

1
6

1
6

1
1
4

1
0

2
1
0
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子
供
の
未
来
応
援
国
民
運
動
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子
供
の
貧
困
対
策
大

綱
（
抜
粋
）

（
平
成
2
6
年
8
月
2
9
日
閣
議
決
定
）

子
供
の
貧
困
対
策
が
国
を
挙
げ
て
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
民
間
の
企
業
・
団
体
等

に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
各
種
支
援
情
報
等
の
収
集
・
提
供
や
子
供
の
貧
困
対
策
に
関
す
る

優
れ
た
取
組
等
に
対
す
る
表
彰
事
業
の
実
施
、
民
間
資
金
を
活
用
し
た
支
援
な
ど
官
公
民
の
連
携
・
協

働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
取
組
や
既
存
の
制
度
・
施
策
等
に
つ
い
て
積
極
的
に
情
報
発
信
し
、
国
民
の
幅

広
い
理
解
と
協
力
の
下
に
子
供
の
貧
困
対
策
を
国
民
運
動
と
し
て
展
開
す
る
。

○
子
供
の
未
来
応
援
国
民
運
動

（
2
7
年
4
月
の
国
民
運
動
発
起
人
集
会
で
採
択
さ
れ
た
趣
意
書
に
基
づ
き
、
同
年
1
0
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
)

➡
大
綱
が
掲
げ
る
官
公
民
の
連
携
・
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
具
体
化
し
た
も
の

○
子
供
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
大
綱

子
供
の
未
来
応
援
国
民
運
動

子
供
の
未
来
応
援
基
金

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
そ
の
活
動
を
支
援
す
る

企
業
等
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業

国
民
へ
の
広
報
・啓
発
活
動

地
域
に
お
け
る
交
流
・連
携
事
業
の
展
開

支
援
情
報
の
一
元
的
な

集
約
・情
報
提
供

8
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子
供
の
未
来
応
援
基
金
を

他
の
財
産
と分
別
して
管
理

子
供
の
未
来
応
援
基
金

基
金
事
業
審
査
委
員
会

基
金
の
使
途
等
を
審
査
し、

審
査
状
況
を
公
表
す
る
こと
で
、

透
明
性
・公
平
性
を確
保
す
る

福
祉
医
療
機
構
と相
互
に
協
力
し、

PR
活
動
や
使
途
等
に
関
す
る
案
作
成
等

草
の
根
で
支
援
を行
うN
PO
等
の
体
制
を強
化
・

育
成
し、
支
援
の
量
的
・質
的
な
拡
充
を図
る
。

※
事
務
局
の
運
営
費
用
に
基
金
は
使
用
しな
い

企
業
や
個
人

≪
国
民
運
動
推
進
事
務
局
≫

未
来
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

寄
付
金

①
事
業
報
告

②
税
制
優
遇

内
閣
府
・文
科
省
・厚
労
省

福
祉
医
療
機
構

助
成
金

N
PO
等
が

公
募
に
申
請

約
１
０
億
４
１
０
０
万
円

（
平
成

31
年
１
月

31
日
現
在
額
）

○
３
５
８
団
体
か
ら
申
請
の
あ
っ
た
事
業
の
中
か
ら
、
①
計
画
性
、

②
連
携
と
そ
の
効
果
、
③
戦
略
的
な
広
報
、
④
継
続
性
の
観
点
等

か
ら
審
査
を
行
い
、
７
１
団
体
を
採
択
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

○
支
援
予
定
総
額
は
約
２
億
８
０
０
万
円
で
あ
り
、
１
団
体
当
た

り
平
均
約
２
９
３
万
円
を
支
援
す
る
（
事
業
類
型
別
の
整
理
は
右

の
と
お
り
）
。

子
供
の
未
来
応
援
基
金
（
未
来
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
）

寄
付
総
額

第
３
回
支
援

※
第
１
回
は

86
団
体
を
採
択
（
支
援
決
定
総
額
約
３
億

15
00
万
円
）

第
２
回
は

79
団
体
を
採
択
（
支
援
決
定
総
額
約
２
億

66
00
万
円
）

第
３
回
未
来
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

事
業
分
類
別

内
訳

団
体
数

(件
)

様
々
な
学
び
を
支
援
す
る
事
業

20

居
場
所
の
提
供
・
相
談
支
援
を
行
う
事
業

19

衣
食
住
な
ど
生
活
の
支
援
を
行
う
事
業

12

児
童
又
は
そ
の
保
護
者
の
就
労
を
支
援
す
る
事
業

4
児
童
養
護
施
設
等
の
退
所
者
等
や
里
親
・
特
別
養
子
縁
組
に

関
す
る
支
援
事
業

5

そ
の
他
、
貧
困
の
連
鎖
の
解
消
に
つ
な
が
る
事
業

11
9
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支
援
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

－
子
供
の
未
来
応
援
国
民
運
動
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
－

支
援
を
必
要
と
す
る
方
に
、
必
要
な
支
援
（
情
報
）
を
届
け
る

国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
等
が
行
う
子
供
の
貧
困
対
策
（
支
援
情
報

）
を
一
元
的
に
集
約
し
、
地
域
別
、
属
性
等
別
、
支
援
の
種
類
別
に

検
索
で
き
る
総
合
的
な
支
援
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
整
備

当
事
者
自
身
は
パ
ソ
コ
ン
等
を
有
し
て
い
な
い
可
能
性
も
あ
り
、
主

に
そ
の
支
援
者
が
、
当
事
者
か
ら
相
談
を
受
け
な
が
ら
、
必
要
な
支

援
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
た
め
の
利
用
を
想
定

当
事
者
へ
配
慮
し
、
「
進
学
し
た
い
け
ど
お
金
が
な
い
」
、
「
お
腹

が
空
い
た
け
ど
食
べ
物
を
買
う
お
金
が
な
い
」
等
、
当
事
者
が
有
す

る
具
体
的
な
悩
み
ご
と
か
ら
も
支
援
情
報
が
検
索
可
能

「
ひ
と
り
親
家
庭
の
相
談
窓
口
」
を
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
支
援

を
必
要
と
す
る
ひ
と
り
親
が
行
政
の
相
談
窓
口
に
確
実
に
つ
な
が
る

よ
う
、
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
や
相
談
窓
口
へ
の
誘
導
の
強
化
を

行
い
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
寄
り
添
い
型
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

中
央
省
庁
、
都
道
府
県
及
び
約
1
,3
0
0
市
区
町
村
の
施
策
を
掲

載
（
3
1
年
１
月
3
1
日
現
在
）

支
援
の
種
類
、
悩
み
ご
と
の
種
類
（
計
6
0
を
設
定
）
、
フ
リ
ー

ワ
ー
ド
、
施
策
の
実
施
主
体
か
ら
検
索
が
可
能

目
的

機
能

10
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企
業
、

NP
O等
の
団
体
、
市
民
、
自
治
体
等
が
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
、
支
援
に
向
け
た
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
子
供
の
貧

困
対
策
に
係
る
情
報
提
供
や
支
援
を
必
要
と
す
る
団
体
と
支
援
を
行
う
企
業
等
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
（交
流
）の
場
づ
く
り
と
し
て
、
開
催
。

平
成

28
年
度
は
横
浜
市
、
札
幌
市
、
京
都
市
で
、
平
成

29
年
度
は
、
下
記
８
つ
の
自
治
体
で
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。

平
成

30
年
度
は
、
東
京
を
キ
ッ
ク
オ
フ
と
し
て
、
全
国
４
か
所
（東
京
、
盛
岡
、
周
南

(3
/1

4)
、
名
古
屋

(3
/1

9)
）
で
開
催
中
。

マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム

盛
岡
市

東
京

名
古
屋
市

周
南
市

平
成

29
年
度
開
催
県

平
成

28
年
度
開
催
県

平
成

30
年
度
開
催
県

11
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自
治
体
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
（
ま
と
め
）

◆
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
基
金
に
つ
い
て
周
知
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
企
業
ロ
ゴ

入
り
ポ
ス
タ
ー
を
掲
出
し
、
地
域
の
企
業
の
行
動
を
促
し
て
い
た
だ
く
。

◆
庁
舎
を
は
じ
め
と
す
る
自
治
体
の
施
設
等
に
募
金
箱
や
寄
付
付
き
自
販
機
等
を
設
置
い
た
だ
く
。

◆
基
金
に
よ
る
支
援
の
公
募
の
際
に
は
、
管
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
情
報
提
供
を
し
て
い
た
だ
く
。

◆
支
援
先
の
団
体
と
連
携
を
図
っ
て
い
た
だ
く
。

◆
支
援
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
施
策
を
登
録
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
変
更
が
生
じ
れ
ば
随
時
追
加
・

更
新
い
た
だ
く
。

◆
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
の
開
催
に
よ
り
、
地
域
で
官
公
民
を
巻
き
込
ん
だ
関
係
構
築
を
目
指
し
て
い
た
だ
く
。

※
政
府
と
し
て
は
今
年
度
、
東
京
、
盛
岡
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
ほ
か
、

３
月
1
4
日
に
周
南
、
1
9
日
に
名
古
屋
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
予
定
。

交
付
金
の
活
用

◆
地
域
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
等
の
た
め
交
付
金
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
。

・
貧
困
状
態
に
あ
る
子
供
や
家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
適
切
に
行
う
た
め
の
実
態
把
握

・
事
業
の
実
施
を
適
切
に
行
う
た
め
の
関
係
行
政
機
関
（
子
供
の
貧
困
担
当
部
署
、
教
育
・
福
祉
部
門

等
）
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
民
間
団
体
が
参
画
し
た
連
携
体
制
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

地
域
に
お
け
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
等

◆
学
校
、
社
会
福
祉
法
人
、
民
間
の
企
業
・
団
体
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
資
源
の
活
用
を
考
え
て
、

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
取
組
を
行
っ
て
い
た
だ
く
。

◆
庁
内
の
他
部
・
他
課
の
支
援
に
つ
い
て
も
紹
介
で
き
る
体
制
を
整
え
る
な
ど
、
全
庁
的
な
体
制
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
。

◆
地
域
の
こ
ど
も
食
堂
や
学
習
支
援
の
場
な
ど
の
具
体
的
な
支
援
を
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
っ
て
周
知

い
た
だ
く
な
ど
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方
に
必
要
な
支
援
が
届
く
努
力
を
行
っ
て
い
た
だ
く
。

国
民
運
動

へ
の
参
加
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